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あの頃、みんな若かった・・・回想「青い影」 
今から５２年前、「ぐるうぷ青い影」なる、詩の朗読と

詩作を中心とする小集団が室蘭でうぶ声をあげました。 

頭目は、独身だったワタクシ３号で、根城にしていた輪

西町九条通りのアパートの一室を兼事務所に、ガリ版印刷

に汗したり、硬くて青い詩論文芸論を風発したり、あのこ

ろ、みんな若かった、です。 

集まりは６，７年で自然消滅しましたが、先日、室蘭・

港の文学館で地元の文芸史年表に、数行ながらグループが

存在したことが記されていたことを思い出し、しばし半世

紀前の青春を回想…。本通信５０号の終着点が来る前に、

忘れぬうちに―と、９号まで出した詩集を読み返し、掲載

作品の中からいくつかを紹介することにしました。多少で

も皆さまの詩心をくすぐられたら、幸いです。（作者名は

イニシャルにしました） 
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私らの瞳を凝らせた この街のひととき 

春風はさすらい 飽くことを恐れる微笑を売る 

こっそりと ひくく 私らの港のうへ 

 

私らは信じた 毎夜 繰広げられる夕焼空の夢 

何も汚れちゃいけない自然のなかに今朝が始まる 

すまなさそうに見上げた私らの顔に 

痛々しく染みる日光の眩しさがはじけている 

 

私らは誰に尋ねやう 人の心の困惑を 
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私らの笑ひ声 このくったくのない季節は追憶になるか 
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発行は毎月１５日頃。バックナンバーは「おじさんズ」のホームページでどうぞ 
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 権力の闇に対峙する記者達 

本年１月公開の映画「SHE SAID／シー・セッド そ

の名を暴け」を最近、観ました。ハリウッドで神とも

呼ばれた大物プロデューサー、ハーベイ・ワインス

タインの長年にわたる性的暴行事件を、ニュー

ヨーク・タイムズ調査報道局の女性記者らが粘

り強く追いかけ紙面化。世界中で社会現象とな

った性犯罪告発運動＝＃MeToo 運動を巻き起

こすに至った実話を基にした作品です。 

もう１作、紹介します。やはりアメリカ映画で２０

１７年公開の「記者たち 衝撃と畏怖の真実」。同時

多発テロ事件を契機に、米国がイラク侵攻の根拠とし

た大量破壊兵器は本当に存在するのか？ 地方新聞

を傘下に持つ大手新聞社ワシントン支局の記者が、真

実を暴こうと奔走する、これも実話作品です。 

こうした政府などの陰謀や隠され

た犯罪を追及する記者たちの姿を描

いた、先駆的作品といえるのが「大統

領の陰謀」（１９７６年）で、先に挙

げた「記者たちー」の劇中交わされる

「どうして記者なんかになっちまっ

たんだろう」「『大統領の陰謀』を見たからさ」との

会話が、不朽の名作ぶりを証明しています。 

報道自由度 68位のトホホ 

ひるがえって日本の映画で、時の権力の不正や悪だ

くみの実相に迫った実話の記者モノはどれだけあっ

たか？ 知る限りゼロの気がします。そして戦後８０

年近く経て、むしろ日本のジャーナリズムは退化して

いるのではないか、と思えてきます。 

例えば、「ワインスタイン事件の日本版」とも

いえるジャニー喜多川の性加害事件。週刊文春

裁判で事実が表面化しながら、その後も黙殺し

てきた日本のメディアの病巣は深く、国境なき

記者団による世界の報道自由度ランキングで

日本は１３０カ国中６８位（２０２３年）との

結果もムベなるかな、です。 

最近の某週刊誌に、こんな談話が載っていました。 

「最初は田中角栄から（官房）機密費を渡されまし

たが、私は『返す』と拒否しました。『一切、取材で

きなくなるぞ』とも言われました。でも、拒否し、そ

れに応じてくれた」「貰ったら借りになるからです。

借りがあると、言いたいことが言えなくなります。私

はどの政治家にも何でも恐れずに発言してきた。しか

し、多くの人たちは貰っていたらしい。取材できなく

なるのを恐れたからでしょう」 

ジャーナリストの田原総一郎氏の証言です。これじ

ゃあ、メデアのホコ先が鈍るのも当然です。 

 

 

 

３年前、検察幹部の定年を政府判断で延長できるよ

うにする検察庁法改正案に反対の嵐が巻き起こり、俳

優の小泉今日子さんも SNS で「強硬採決に反対しま

す」と意思表示しました。 

すると「芸能人のくせに」「アイドルのくせに」と

中傷する電話やメールなどが数多く来たといいます。 

彼女は言う。「芸能人が政治的発言をして、みたい

な批判をよくされるけど、政治的な発言かな？って思

うんですよね。国民的な発言なのではないか、と」 

アイドルだって、一国民。口封じは、ご法度です。 

「男のくせに」「女のくせに」も禁句。そうそう、

「年寄りのくせに」も、口にしてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶「驕る平家は久しからず」は、もはや死語かと思

っていたら、生きていました。自民党政治資金パーテ

ィーの裏金問題。検察の捜査で安倍派や他の４派閥に

激震が走っています。 

「数は力、力はカネ」（田中角栄）の伝統的論法で、

いつしか、最大派閥という慢心から「政治資金報告書

に不記載でも、お咎めはないだろう」と錯覚したのか。

長年の黒いツケは「訂正しました」で済む話ではない。

この人たち、何のために政治家になったのだろう。 

▶室蘭・港の文学館２階で月に１回程度、ドネーシ

ョンのホット・コーヒーを味わいながら１時間ほど、

親しき人とテーマなしの談笑にふけることが、今年の

春あたりから続いています。 

そうしたこともあって今月号では、詩の朗読会や詩

画展を開いたり、ねじり鉢巻きで謄写版印刷に奮闘し

て冊子作りした仲間の顔を思い出しながら、当時出し

た詩集作品をほんの少しですが紹介しました。 

わら半紙を袋綴じにした手作り詩集は、文字がかす

れたり、ホッチキスのサビが浮き出たりで、半世紀の

移ろいを確実に物語っています。複製版でも作りまし

ょうか…と思案しているうちに、今年も残り半月に。

皆さん、笑顔で新年をお迎え下さい。お元気で～。 

  8 ㍉から 35 ㍉まで映像フィルムの 

 DVD、Blu-rayDisc、その他各種 
メディア媒体への変換に応じています 

Tel  090-8631-7050 

「家に眠る映像フィルムを見たい」「ディスクに保存したい」

そんな方々のために、あらゆる映像フィルム（８㍉、9,5 ㍉、１

６㍉、３５㍉まで）を DVD、ブルーレイ・ディスク、その他各種メ

ディア媒体への変換に対応可能です。所要日数、料金な

ど、お問い合わせください。 
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